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アジア・太平洋研究センター主催，外国語学部アジア学科共
催講演会
日　時：2019 年 10 月 16 日（水）
場　所：Q 棟 5 階　 51，52 会議室
テーマ：新聞と大東亜共栄圏の形成
報告者：早瀬　晋三（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授）
　日本の敗戦後 61 年目の 2006 年に，朝日新聞大阪本社で大量の写真が「発見」され
た。その多くは，戦場，占領地で朝日新聞社特派員などによって撮られた写真であ
る。敗戦の際，各新聞社は，軍からの圧力で戦争に関する所蔵写真を焼却処分したた
め，存在しないはずのものであった。写真は，73 箱のドキュメントボックスに，タ
イトルごとに小分けされ，封筒に入れられていた。その数，7 万枚以上であった。こ
れらの写真を基に，06 年 7 月から 09 年 3 月まで，月 1 回，計 33 回にわたって「朝
日新聞」に特集記事「写真が語る戦争」が連載された。また，7 万枚以上のなかから
約 1 万枚を選び，09 年 1 月に一般利用者が検索できるデータベース「朝日新聞歴史
写真アーカイブ」http://www.asahi.com/information/db/history_photo/ として公開
された。だが，評価の対象になった東南アジア関係のものは，インドネシアやインド
シナが中心で千数百枚しかなかった。ほとんどは，1931 年の満洲事変前後から写真
が疎開した 44 年までの中国に関するものであった。
　かねてより，評価対象とならなかったものがあるのではないかと疑念を抱いていた
ことから，それを確認するため 2015 年 2 月に大阪本社を訪ね，保管棚に 4 箱，数千
枚の東南アジア関係の写真があることがわかった。インドシナ，タイ，ビルマ，フィ
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リピン，シンガポール，マラヤなどで撮られたもので，評価対象となったものとあわ
せると，東南アジア全域をカバーすることになる。封筒ごとに表題が付いていたが，
間違っていたり，無関係のものが入っていたりするため，写真の数ははっきりしない
が，おおよそインドネシア 1,226 枚，インドシナ 892 枚，フランス領インドシナ・タ
イ国境紛争 89 枚，タイ 833 枚，ビルマ 652 枚，フィリピン 573 枚，シンガポール
353 枚，マラヤ 352 枚，合計約 5,000 枚になる。
　 1942 年 9 月 10 日付の陸軍からの通牒にある「日本文化の進出，興隆，現地邦人の
啓発，原住民の教化」にそった写真を，これら 5,000 枚の写真のなかに見いだすこと
ができる。だが，これらのなかには戦争勃発以前に撮られたものも含まれており，こ
の通牒をきっかけに写真の内容が大きく変わった印象はない。
　朝日新聞所蔵の写真から，日本にとっての「大東亜共栄圏」の理想像が見えてく
る。日本兵と子どもたちの仲睦まじい交流，日本語教育を通した日本文化の浸透，女
性の日本文化への親しみと奉仕，日本の武術を通しての日本精神の理解さらに自己犠
牲，そして，なにより日本兵が寛げる占領地が，写真から読みとれた。このことは，
新聞社がただたんに軍の指示に従って戦争協力しただけでなく，軍の意向を一歩先取
りしていたと言うことができるかもしれない。そして，これらの写真を見た本土の人
びとは，日本軍が占領地で歓迎されていることを誇らしげに思い，「正しい戦争」を
イメージした。
　日本占領下の東南アジアで新聞を発行し，戦後帰国できた者は「大東亜共栄圏」形
成のための文化工作という職責を全うしたことに誇りをもち，体験談や回顧談を語っ
た。なかには，「大本営発表をさらに粉飾」したことを，なんら悪びれることなく
語っている者もいる。戦後，新聞社は自ら戦争責任を問うこともなく，戦後の復興に
邁進する日本を率いた。ここで，新聞の戦争責任や戦後責任を問うことは，それほど
難しいことではない。問題は，戦争責任や戦後責任を超えて，新聞はじめマスメディ
アの役割を考えることである。今日でも，新聞の論調によって，問題をこじらせるこ
ともあれば，解決へ向かうこともある。戦争が絡む歴史認識問題を解決に向かうよう
に新聞ができることはなにかを考えることも，ポスト戦後責任のとり方のひとつだろ
う。
（文責：早瀬　晋三，稲垣　和也）
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